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およそ四半世紀前の話である。イギリスで流行

っているおとぎ話の本について書かれた新聞の

コラムを偶然読んだ。子供向けの本だが大人が読

んでも面白く、日本語版の出版にまつわる作家と

小さな出版社のハートフルなエピソードも載っ

ていた。さっそく書店へ行くと、高く積まれたそ

の本の帯にはハリウッド映画化決定と書かれて

いた。その後、続編が発刊されるたびにワールド

ニュースになるハリー・ポッターシリーズの第一

作目であった。確かに面白い。が、私は天邪鬼の

癖があり流行り始めると熱が冷める気質で、続編

以降の巻は購入せず読んでもいなかった。それか

ら十数年後、小学生になった娘が本棚からその本

を見つけて、私の知らないうちに読んでいた。も

ともとは子供向けに書かれたおとぎ話なので、全

ての漢字にカナがふってあり、分厚いが小学生低

学年でも読んで楽しめる本なのである。面白かっ

たのであろう、その年の暮れ、サンタクロースへ

の手紙にはハリー・ポッターシリーズ全巻のリク

エストが書かれていた。そしてクリスマスの朝、

枕元に届けられたサンタからのプレゼントに大 

喜びであった。ハードカバーだったのでサンタの 

出費は相当なものであった。この話をある女子学 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生にしたところ、我が家では叱られた時、「よい子

にしていないとクリスマスプレゼントは本にな

るよ！」と母親によく言われたという。真逆であ

る。二人で大笑いした。ある人にとっては至宝だ

が、ある人にとっては価値の無いものとして扱わ

れてしまう。ひとそれぞれ興味は異なる。その人

の嗜好にストライクな本に出会った時、それは宝

物になる。食べず嫌いのまま、本は面白くないも

のと決めつけて読書をしない学生さんに伝えた

い。「それは、あなたの心の真ん中に響く本にまだ

出会っていないだけで、あなたの世界観を変える

本が必ず存在します。早く出会えた人は幸運。そ

して読書には、知見を広げ、思考力を鍛え、心を

育てる、そんな効果もあるのです。」 
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ハリー・ポッターシリーズ全７巻（11 冊） 

J.K.ローリング／著 松岡佑子／訳（静山社） 

・ハリー・ポッターと賢者の石  ・ハリー・ポッターと炎のゴブレット 上下巻 

・ハリー・ポッターと秘密の部屋 ・ハリー・ポッターと不死鳥の騎士団 上下巻 

・ハリー・ポッターと      ・ハリー・ポッターと謎のプリンス 上下巻 

アズカバンの囚人 ・ハリー・ポッターと死の秘宝 上下巻 

 
図書館では、
英語版も所蔵
しています！ 

昨年 10 月、展示図書活動を行った図書委員 1 年生メンバー 



2 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
私の紹介したい本は『やる気 1％ごはん』です。

この本は料理するのが面倒なときでもサッと作れ
るレシピをたくさん紹介している本です。著者は
「やる気がなくても作れる料理」をテーマに、少な
い材料と簡単な手順で美味しい料理を作るアイデ
アを紹介しています。どのレシピも手軽で、忙しい
日や疲れているときでも「作ってみよう」と思わせ
てくれる内容です。 
この本を読んで、料理に対するハードルがすごく

下がった気がします。普段、面倒くさいを理由に外
食やコンビニに頼っている私でも、簡単にご飯を作
れるヒントがたくさん詰まっていました。特に、料
理が苦手な人や初心者の方にオススメで、毎日の食
生活にちょっとした余裕をくれる素敵な一冊だと
思います。 
 
 
 
 
 
 
 
『魔女の家 エレンの日記』は、魔女の家という

ホラーゲームが原作となっています。ネットで魔女
の家について調べていたら偶然この本を見つけ、気
になったので買うことにしました。 
この本は、主人公のエレンが持病を治すために人

間の魂を集めていくという物語で、ゲーム本編に先
立つ内容となっています。内容が面白いのはもちろ
ん、登場人物の細かな感情表現や、大胆かつ的確な
たとえによる鮮明な場面描写など、小説をあまり読
んだことがない人でも読みやすい本となっていま
す。また、ゲームに張られていたいくつかの伏線が
この本で回収されています。予想外の真実や衝撃の
終わり方に、私も鳥肌が立ってしまいました。 
この本はゲームをプレイしたことがある人はも

ちろん、未プレイの人でも十二分に楽しめます。皆
さんもぜひ一度読んでみてください。 
 
 
 
 
 
 
 
数学屋さん。僕がこの本を手に取った理由はこの
聞いたこともないフレーズによるものだった。唐突
に数学屋さんというフレーズを聞いて、いったいど
んな店かなんて想像することはできなかった。だか
らこそ、読んでみたくなった。 
 数学屋さんは、天才数学転校生の神之内宙と、ご
く普通の数学嫌いな天野遥の二人が、教室の一番隅 
の席で営むお悩み相談所のことだ。数学屋さんに来 
るお悩みは数学に関するものに限らず、グラウンド 

 
 
 
 
 
を平等に使う方法だとか、恋愛についてだとか、そ
ういった日常にあるようなお悩みをすべて数学の
力で解決していく。こんな夢物語にも聞こえるお話
がこのお任せ数学屋さんなのだ。 
「夢は数学で世界を救うこと」これは転校初日に

宙が言い放った言葉だ。荒唐無稽に聞こえるがこの
本を読んだ後は、それが実現できるようにも思える。
僕は本来の数学という学問の可能性と楽しさをこ
の本でほんの少し知ることができたと思う。 
 
 
 
 
 
 
 
みなさん、「タケコプター」で本当に空は飛べると

思いますか？ 「いつか科学や技術が進歩して、本
当に飛べるかもしれない」と思ったり、「漫画の中の
話で、現実的にはあり得ない」と思ったり、人それ
ぞれだと思います。  
この本では、現実の科学の視点から「どうやった

らタケコプターで空を飛べるのか」、「透明人間には
どうやったらなれるのか」、「工藤新一が飲んだ薬は
本当に作ることができるのか」など、ジブリから少
女漫画まで多くの作品の「空想科学」について考察
しています。考察の中で、タケコプターがすごく大
きくなったり、小さくすると体も一緒に回ってしま
ったり、そんなおもしろい結果になることもあれば、
意外と実現できる！という結果になるものもあっ
て、読んでいてとても面白かったです！ 
ぜひみなさんもこの本を読んで、いろいろな「空

想科学」を楽しんでみてください‼ 
 
 
 
 
 
 
 
シリーズ三作目のこの作品は地下にある迷路館

が舞台です。迷路館の主人である宮垣葉太郎によっ
て招かれた四人の小説家が莫大な財産をかけての
競作を始めます。ほかにも人が集う中で次々と殺人
事件が起こっていくというのがこの作品のあらす
じです。 
この作品の一番特徴的なところは、殺人事件の模

様が誰かが書いたという小説形式で話が進んでい
くことです。どういうことかというと、表紙をひら
いて何ページか読み進めると「迷路館の殺人」著者
鹿谷門実と書いてあるのです。そして、この鹿谷門
実自身が迷路館で起きた殺人事件の関係者である
ことがわかります。つまりこの作品は「迷路館の殺
人」の犯人は誰なのか、この「迷路館の殺人」自体
を書いたのは作品内の誰なのか、二つの観点で推理
ができる面白い作品となっています。 
推理小説のため、あまり詳しい内容は書けないの

で、この本が気になった方はこれ以上の情報を入れ
ないようにこの作品を読んでください！ 

生産システム工学科 
機械コース  

2 年 地主 湧 

生産システム工学科 
情報コース 

2 年 杉本栞汰 

生産システム工学科 

情報コース 

2 年 岩澤拓実 

『迷路館の殺人』 
著者名:綾辻行人  
出版社:講談社 

社会基盤工学科 

2年 藤巻紫音 

『やる気 1％ごはん』 
著者名:まるみキッチン  
出版社:KADOKAWA 

 
著者名:ふみー  
出版社:KADOKAWA 

『お任せ!数学屋さん』 
著者名:向井湘吾  
出版社:ポプラ社 

 
著者名:柳田理科雄  
出版社:KADOKAWA 

生産システム工学科 
電気電子コース 

2 年 山本琉偉 

学生の読書感想文 
 

泊先生の日本語コミュニケーションⅡの授業で、 
ブックレビュー高評価本の読書感想文です。 
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小説版『天気の子』は、新海誠監督の映画を基に

した作品で、主人公の帆高が東京に出てきて出会っ
た陽菜との絆が物語の中心です。物語はとても奥深
く、キャラクターの心情が繊細に描かれています。
陽菜の持つ「天気を操る力」は魅力的でありながら、
やがてその代償が二人に重くのしかかっていくの
ですが、そうした中での帆高の内面的な葛藤や成長
がリアルに描かれいるのが特に印象的で、愛する人
を守るための選択が心に響きます。また、東京の風
景描写は美しく、雨や晴れの変化が情緒豊かに表現
され、新海作品特有の魅力が感じられます。 
物語全体を通じて、愛や自己犠牲、選択の重要性

といったテーマが深く掘り下げられており、特にラ
ストシーンでは希望と切なさが交錯し、余韻が残り
ます。読後感は強く、何度でも読み返したくなる作
品です。『天気の子』は、単なるファンタジーにとど
まらず、現実の厳しさや美しさを教えてくれる心に
響く一冊です。多くの人にぜひ手に取ってほしいと
思います。 

 
 
 
 
 
 
 
この本の主人公、ドブネズミのガンバは、ある時、

パーティーをしていた船乗りネズミたちの船に忍
び込み、どんちゃん騒ぎをしていました。すると、
イタチの攻撃を受けたネズミの忠太が、命からがら
船に乗り込んで来て、船乗りネズミたちに助けを求 
めました。しかし、誰一人として助けに向かおうと 
はしません。なぜなら、忠太を攻撃したイタチのノ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ロイは、まやかしを使うと恐れられていたからです。
けれどもガンバは忠太たちを救うべく、ひとりで島
へ向かおうとしました。するとそこに、共に戦おう
と船乗りネズミたちがやって来て、船で島へ渡りま
した。島ではガンバがリーダーとなり、みんなで力
の限りイタチに挑み、戦った仲間の悲しい別れを乗
り越えながら、ついにノロイを倒しました。 
 この本を読んで、リーダーと同じぐらい周りの人
達も大事だと感じました。また、ネズミたちが誰か
の足りない部分を埋めるように支え合い、結束して
進む姿に感銘を受けました。魔法などが出てこない
純粋に知恵と力を尽くす物語で、集中して楽しめま
すので、是非一度読んでほしいと思います。 
 
 
 
 
 
 
 
私が読んだ『一生折れない自信の作り方 実践編』

は、作者が、自信を作るためにはどうすればいいか、
その自信を一生続けていくのにはどうすればいい
かなど、「読者に自信を持って欲しい」その溢れ出る
気持ちから、知識の全てを詰め込んだ、自信を確実
に手に入れるための会心の一冊です。最も心に残っ
ているのは「人生を変える力はあなた自身の中に」
というフレーズで、普通の人間の折れやすく繊細な
心を、一生折れない自信が持てるように変えてくれ、
読んでいて自己肯定感を上げてくれる良い本だと
思いました。 
この本を読んでから、今まで暗かった自分に自信

がついて人と話せるようになり、友達も沢山できま
した。そして、自信がなくて出来なかったことにも
挑戦するようになり、自信が与えてくれるものの大
きさをひしひしと実感しています。今、自分に自信
が無い人や挑戦することを恐れている人におすす
めですので、興味を持っていただければ幸いです。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イベント情報をはじめ、 
おすすめ本や図書館からのお知らせなどは、 
Instagram やホームページをご覧ください！ 函館高専図書館 

社会基盤工学科 

2 年 西島恵樹 

社会基盤工学科 

2 年 濱谷悠人 

『天気の子』 
著者名:新海誠  
出版社:KADOKAWA 

 
著者名:斎藤惇夫  
出版社:岩波書店 

『一生折れない自信の
つくり方 実践編』

著者名:青木仁志  
出版社:アチーブメント出版  

物質環境工学科 

3 年 中村聖矢 

この文章では、カンボジアの国立図書館について
紹介したいと思います。カンボジアにおける最初の
国立図書館は、1942 年 12 月 24 日（フランス植民地
時代）にフランス植民地政府により開設され、フラ
ンス人建築家ルイ·ショションによって実現された
最初のプロジェクトでした。図書館には、当初わず
か 2879 冊の本しかなく、その多くはフランス語の
書籍でした。1954 年の独立後、カンボジアの出版業
は着実に成長し、その結果、国立図書館におけるク
メール語の書籍の数は増加しました。内戦で 1975 年
に閉鎖されましたが、1979 年 に終戦してからわず
か１年後の 1980 年に再設立されました。国立図書 

館は、カンボジアにおける識字率の向上と国の文
学的遺産の保存に向けた取り組みの中心的な機関
として機能しています。また、いくつかの 大学や
非政府組織（NGO）も図書館の再設立に貢献し、
全国で教育や情報へのアクセスを促進していま
す。今では、クメール語、フランス語、英語、ドイ
ツ語など、様々な言語の書籍を 103,635 冊所蔵し
ています。現在も海外からの支援を受けて、全国
各地で多くの図書館が建設されており、カンボジ
アの青少年教育スポーツ省も一緒に力を合わせ
て、 色々な場所で書籍へのアクセスを提供し、全
国の子供たちに向けて読書を推進しています。 

カンボジアの 
国立図書館 

物質環境工学科 
3 年 ワタナク(KOU SOVATHANAK) 
留学生（カンボジア出身） 

Angkor Wat 
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私が最も読書したのは、高専の学生時代でした。

寮の部屋替えがあると、その棚に前の住人の本がず
らっとあり、それらをありがたく読ませてもらった
ことを覚えております。特に、司馬遼太郎さんの『竜
馬がゆく』は、文庫本全 8 巻を自分で買い足して読
みました。当時の私にとって、人生を考えさせられ
る大きな小説でした。その後、大学時代に友人から
「これはすごいよ」と勧められて、『猿丸幻視行』と
いう井沢元彦さんの小説に触れました。現在と過去
とを結ぶ暗号推理などとてもスリリングなもので、
これを書いた人は天才かなとも思いました。それが
きっかけで、その後の彼の作品である『逆説の日本
史』を愛読するようになり、歴史に非常に興味をも
たせてもらいました。世界と日本との違いを比較す
ること、宗教と社会との関係性などから、日本の世
界における独自性、現代の日本社会の特徴などにつ
いて、実に深く考察されていて、楽しませてもらっ
ています。 

 

 

 

 

 

 
J.P.ホーガンが好きだった。デビュー作はガニメ

アンシリーズ(『星を継ぐもの』他)だが『造物主の
掟』と『未来の二つの顔』がとくにお気に入りだ。
『造物主の掟』は、事故で多くの機能を失った無人
採掘船が制御プログラムを自己改変しつつ、遺伝的
アルゴリズムを経て遺伝子に発展し、プログラムと
データを遺伝子として持つ機械生命が誕生する様
にワクワクした。『未来の二つの顔』は、学習による
自己改変可能な自律制御プログラムが生存本能を
獲得し、自意識に発展させていく。自己進化した知
性に対して人間側は「制御プログラム」としか思っ
ていない。人間の思惑とは独立して自律進化した人
工知能を相手に人間は意思疎通が可能なのか？ 
 便利な機器に囲まれ、快適な生活をしていると新
しいアイデアは出てこない。「実現できると面白い」
を自分で見つけることができないときは、SF を読も
う。現在より少しだけ便利な生活を実現するヒント
が見つかるかもしれない。 
 

 

 

 

 

 
函館高専に赴任して 33 年になります。赴任 1 年

目にも読書エッセーを書き、本の紹介を行いました。
その時は三つの本を推薦しましたが、その中の一つ
として、『星の王子さま』（サン=テグジュペリ著・内
藤濯訳・岩波少年文庫）をあげました。33 年たった 

 
 
 
 
今も学生に読んでほしい本は変わっていません。 
（あまり成長していないかも…。） 
王子さまはいろいろな星を訪ね、最後に地球に降り
立ち、キツネさんにも会いました。そのキツネさん
の言葉です。「…かんじんなことは、目には見えない
んだよ。」 
 アフガニスタンの人々のために働いていた中村
哲さんに関係する本も読んでほしいです。関連する
ものなら何でも構いませんが、中村哲さんの言葉を
紹介します「大人を信用しないこと…我々年寄りは
いずれ死んでいく。この後始末をしなくちゃいけな
いのは君たちですから…。」 
 
 
 
 
 
 
 
退職の日を見据え、3 年前の夏から研究室の蔵書

を整理している。公費で購入し研究の参考文献等の
役割を終えた本は図書館へ返納し、直ちに読むため
私費で購入した本は、破棄したり、自宅書庫に移し
たり、広く読んでほしいものは学校図書館へ寄贈し
てきた。研究室の本棚が空いていく一方、退職する
その日まで傍に置きたい本もある。その一冊が『教
師が変わるとき・授業が変わるとき』武田忠・伊藤
功一(編)評論社(1994)である。 
教員 10 年目、授業改善に行き詰った頃この本に

出会った。学生が授業を価値ある一コマと思えるよ
う、教員はどう学生に働きかけ学習活動を導くか。
教員としての判断力と授業に向き合う姿勢をこの
本から学んだ。例えば、三好達治の「土」。このたっ
た四行の詩に 36もの問いを立てて教材研究を行い、
授業を準備する教員の姿勢と熱量が、教室を学びの
場に変える。 
教員生活 39 年。その最後の日まで、私はそんな

教員を目指したい。 

 

 

 

 

 

 
私は 10 歳で柔道を始め、30 歳代後半の頃から柔

道の形を本格的に学び始めた。それと同時期に全日
本柔道形競技大会が開催されるようになり、それに
伴い北海道代表として大会に出場したり、講道館に
赴いて形の修業をしたりという機会を得られるよ
うになった。そして、丁度そのころ講道館図書資料
部長であり、私の出身大学の柔道部の大先輩でもあ
る標記文献の著者の村田直樹先生にお会いするこ
とができ、この本と出合うことになったのである。 
嘉納治五郎師範は日本傳講道館柔道の創始者で

あり、教育界やスポーツ界に多大なる業績を残され
た人物でもあるが、この本では、現代の我々にとっ
ても読みやすく解りやすい表現で書かれており、師
範の様々な業績や考え方等がコンパクトに解説さ
れている。したがって、私としてはこの本を拝読す
るたびに、師範の爪の垢を煎じて飲むが如くの思い
が込み上げてくる次第である。 

生産システム工学科 
機械コース 

山田 誠 

「読書エッセイ」 

生産システム工学科 
情報コース 

高橋直樹 

「SF を読もう」 

一般系 

長澤修一 

一般系 

奥崎真理子 

「手放さない一冊」 

一般系 

清野國安 

「読書エッセイ」 

「嘉納治五郎師範に學ぶ」 
村田直樹／著 日本武道館 

退職教員 本にまつわるエッセイ 
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2024 年夏に放送されていたアニメ、物語シリーズ
の原作小説のひとつ。アニメでは YOASOBI の
『UNDEAD』がタイアップされており、印象的な歌
詞である「不幸に甘んじて満足するなよ。幸せにな
ろうとしないなんて卑怯だ」が小説から引用された
と知り、原作を読んでみた。ライトノベルというジ
ャンルに分類されているが、森見登美彦や村上春樹
などの作品とそれほど違うようには感じられなか
った。食わず嫌いするのは勿体無い。 
 特に印象に残ったのは、「努力とは、他の何かを犠
牲にすること」という内容。これは、意地悪っぽく
も現実をうまく表した言葉で、成功や夢の実現には
相応の努力が必要である一方、その努力は他の時間
や活動を犠牲にするものであるという現実を表し
ている。努力は確かに美しいが、同時に選択と犠牲
を伴うものだと考えさせられた。 
 限られた時間の中で何に自分を捧げるかを考え
るきっかけとして、ふさわしい書籍だと思った。 
 
 
 
 
 
 
おすすめしたい本はたくさんあるのですが、紹介

する前に図書館の思い出を少しお話しさせて下さ
い。 
私が本校学生の頃、レポート作成等で大変お世話

になりましたが、勉強以外の本も図書館から借りて
いました。青柳町にあった市立函館図書館は古い設
備に狭隘な建物、決して利用しやすい施設ではあり
ませんでしたので、本校図書館を利用する頻度が多
くなりました。当時は今ほど広くなく、また館内は
どことなく暗い印象はあったものの、図書館然りと
した雰囲気が懐かしいです。 
 余談ですが、当時梁川町の函館西武に WAVE、リ
ブロがあり、後者の書店には他の書店ではみられな
い芸術系の書籍がたくさん並んでいました。 
 最後に本題のおすすめ本を挙げておきます。『ビ
ートルズ事典』に代表される香月利一氏のビートル
ズ関連書籍です。今ほど容易に情報を入手できない
時代に、これだけ丹念に調べ上げた熱意と力量には
ただただ感服するのみです。 
 
 
 
 
 
 
あなたはどんなときに本を読みますか？ いい

気分のとき？ 落ちんだとき？ 暇なとき？ 登
下校のバス？ それともお風呂中でしょうか。ハラ
ハラする推理小説で、夜ふかししたことはあります
か？ 恋愛小説の切ない情景に、胸を焦がしたこと
は？ ファンタジー小説の世界に没頭したり、冒険 

 
 
 
 
小説で主人公と共に戦ったことは？ 
私はたまに自分の本棚を見つめます。ぎっしりと

本が詰まっています。背表紙をみて、その本を読ん
でいた頃の自分を思い出します。初めて友達から勧
められた小説。ジャケ買いした面白くないミステリ。
人生を変えた本。読んできた本と私の人生は、ほん
のりとリンクしている気がします。 
『さがしもの』は、私が初めて他人に勧めた思い出
の本です。色々な人が、色々な場面で、本と不思議
に関わる短編集です。この本が、あなたの人生にど
う関わっていくのか楽しみにしています。（※『この
本が、世界に存在することに』に改題。） 
 
 
 
 
 
 
私は読書があまり好きではなく、読んできた本の

ほとんどが自分が興味を持っていた宇宙関連の本
でマニアックなものばかりなので、一般向けに勧め
られる本があまりないのですが、その中でもこの
「オックスフォード 科学の肖像」シリーズは比較
的幅広い方に興味を持って読んでもらえる本だと
思います。このシリーズは対象の人物のヒストリー
だけでなく偉業の背景も詳しめに書かれているの
で面白いです。例えば、コペルニクスは最初から地
動説を唱えていたわけではなく、プトレマイオスの
天動説の説明と惑星の運動の矛盾を幾何学的に解
決しようとしたら地動説が最もらしいという結論
に至ったそうで、この本ではなぜそのような結論に
至ったのかまで追っており、当時の革命的瞬間を追
体験しているようで面白いです。その過程が書かれ
ていることでいかにすごいことであったか思い知
らされると同時に、研究して発見していくというこ
とがどういうことか学べる気がします。 
 
 
 
 
 
 

高校から陸上競技を始めた主人公による青春小

説です。長距離走を題材にした作品は多いですが、

こちらは短距離走の話です。著者の佐藤さんは取材

をとても熱心にする方で、スプリンター独特の感覚

を上手に表現されています。陸上競技に詳しい方も

よく知らない方もどちらも楽しめると思います。 

私は最近、学生の皆さんのことを若いなぁと感じ

る場面が増えてきました。「おまえも十分若いじゃ

ないか！」と思われるかもしれませんが、「あんなノ

リはできんなあ、でも昔はしてたなぁ」みたいなも

のが増えてきた気がするのです。そんな時にこの本

を読んで自分の高校時代の気持ちを思い出してい

ます。…という話をある先生としていたら「しっか

り学生と遊ばないとね。」と返されました。その通り

ですね。明日は授業でバレーボール一緒にやろうか

なぁ…。 
 

生産システム工学科 
情報コース 

能登 楓 
『撫物語』 
著者名:西尾維新 
出版社:講談社 

社会基盤工学科 

安田勝範 

 
著者名:香月利一 
出版社:立風書房 

一般系 

鈴木 修 

一般系 

塚本弘樹 

『 』 
著者名:佐藤多佳子 
出版社:講談社 

『さがしもの』 
著者名:角田光代 
出版社:新潮社 

『コペル二クス』 
（オックスフォード 科学の肖像） 
著者名:O.ギンガリッチ、J.マクラクラン 
出版社:大月書店 

一般系 

内田 光 
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学生図書委員会活動① 

～ブックハンティング～ 
  令和６年６月29日(土)、文教堂函館昭和店において、 

ブックハンティングを開催しました。今年度は、20 名 

の図書委員が参加し、94 冊もの本を選書。選書した本 

は、参加者手作りの POP カードを添えて展示しました。 

 ブックハンティングは、図書館に置いて欲しい本を 

書店で実際に見て選ぶという取り組みで、毎年選ばれ 

る本は、たくさんの学生の皆さんが借りてくれます。 

  来年度の選書本もお楽しみに‼ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

◆イデアの再臨／五条紀夫[著] 
朝、主人公が起きると「 」が消えていた。違和感を

覚えつつ登校すると、他のものも消えていた。しかし、
周りは何事もなく過ごしている。主人公はこの不可解
な現象を探っていく。 
主人公らの能力、事件の起き方、犯人の動機など小説

だからこそできる物語だと思った。小説外で描写する
とき、どのように表現するか気になる。 

             【１年３組 大内康太郎】 

◆人獣細工／小林泰三[著] 
人に遺伝子を組み込んだ豚の臓器を用いた移植手術

が受けられる時代。主人公の少女は研究が進んでいな
い幼い頃から実験の様な移植手術を幾度と受けてき
た。胃から皮膚まで、全身「彘(ぶた)」の臓器に置き換
わっている彼女の、父親でもある執刀医の記録から明
かされていく少女の真実とは。「人獣細工」ほか二作を
収録した短編集。            【１年４組 澤田里杏】 

古俣和直図書館長と参加者の図書委員の皆さん 

委員長から最後に一言 
（写真右 ４年・伊東大空流さん） 手作りの POP カードは力作ぞろい！ 

２時間たっぷり本を選びました！ 

◆ルビンの壺が割れた／宿野かほる[著] 
物語は男女のメッセージのやり取りと共に進行しま

す。二人が決別する事となった出来事、それは一体何だ
ったのでしょうか。読み進めていくうちに過激な表現
が増え、不穏さが漂います。そして明らかになる衝撃の
事実の連続と強烈なオチ。視点が変わり、印象が変わ
る、読み手側によって様々な捉え方ができる作品です。 

          【物質環境工学科 2年 新島一華】 

◆笑顔で感情コントロール／和田秀樹[著] 
私が読んだ『笑顔で感情コントロール』は笑顔の力を

活用して心の状態を整える方法を教えてくれる本で
す。笑顔がストレス軽減に役立ち脳に好影響を与える
という、自分が知らなかった笑顔の力を知ることがで
きました。さらに、気軽に実践できるものが多く自己肯
定感を高められるため、とてもおすすめの一冊です。 
【生産システム工学科情報コース 2年 明井珂偉斗】 

◆すいかの匂い／江國香織[著] 
江國香織さんが書く文章は透明で、気味が悪くて、そ

して美しいと思う。『すいかの匂い』もその色が強く出
た短編集ではないだろうか。「夏」をテーマに不気味さ
は一貫していながらも、11 編それぞれに全然違って、
暑い日に出る陽炎のようなぼんやりとした「夏」らしさ
を感じられる本作。この時季外れの冬だからこそ、ちょ
っと変な 11 人の少女の「夏」を感じてみてはどうだろ
う。               【１年 5組 相山雛乃】 

◆満月珈琲店の星詠み／望月麻衣[著] 
満月の時にだけ現れる満月珈琲店。悩める人たちを

星が導く、優しく不思議なお話です。全体の話は繋がっ
ているのに章ごとが短編集の様で読みやすいです。占
星術から登場人物の運勢を読み取っていて、この小説
を読んだあとに占星術に興味がわく人も多いと思いま
す。美味しそうな料理やファンタジーが好きな人にお
すすめの小説です。 

【物質環境工学科 5年 池田胡桃】 

◆十角館の殺人／綾辻行人[著] 
本書『十角館の殺人』はどんでん返しの伝説と言って

いいほど長年読まれてきた小説です。物語は大学のサ
ークルの仲間（7 人）で孤島にある十角形の不思議な建
物（十角館）に行くところから始まります。そこで殺人
事件が起こります。一方、本島でも死人からの手紙が謎
を引き起こし、二重の謎の面白さが素晴らしい作品で
す。                        【１年 2組 古澤琉威】 

◆青の数学／王城夕紀[著] 
この本は、一度見た数字は忘れないという才能を持

つ主人公の栢山が、数学にそれぞれの思いや考えを持
った仲間と交流していくストーリー。栢山と仲間たち
の成長には特に注目です。読むと数学への思いが変わ
るかも…。 
数学が好きな人にも、あまり好きではない人にもぜ

ひ続編『青の数学 2』と共に読んでいただきたいです。 
【生産システム工学科機械コース 2年 前小屋悠斗】 

☆★☆図書委員イチオシ本・ブックハンティング選書本から☆★☆ 
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学生図書委員会活動② 

～展示図書～ 
  今年度、図書委員は２年生以上も加わり、23 名で始 

動しました。そこで、展示図書の回数を増やし、３班に 

分かれて活動。慣れない作業もあったかと思いますが、 

テーマに沿って本を選び、展示、装飾まで、頑張ってく 

れました。図書委員の皆さん、お疲れさまでした！ 

 今後も、図書委員の様々な活動を通して、沢山の方が 

図書館で本に触れる機会が増えるよう、取り組みを続 

けていきたいと考えています。 

 

  

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今回、図書館だよりに掲載されなかった図書

委員の分も含めた全員分のイチオシ本の感想

文・紹介文については、図書館内へ掲示致しま

す。また、図書館 HP にも掲載いたしますの

で、是非、ご覧ください‼ 

A 班・展示テーマ 
「読み継ぐ戦争と平和」 
「新書まつり」 

◆世界は密室でできている。／舞城王太郎[著] 
独特な文体と物語の異常なまでの時間経過の速さが

魅力の作品です。その個性的すぎる表現と、テンポが良

いのか悪いのかよく分からない展開に引き込まれます

…が、好みが分かれる内容だと強く思う部分もありま

す。裏を返せば、そういった特異な作風が好きな方は、

この作品を楽しめるかと思います。 

【生産システム工学科情報コース 3年 山本康介】 

◆人間標本／湊かなえ[著] 
『人間標本』は人間の内面を鋭くえぐるような物語

であり、読後感がかなり重いです。登場人物たちが抱え
る孤独や歪みがリアルで、特に人間関係のもつれや価
値観の揺れが丁寧に描かれていて、共感しつつも苦し
くなるような描写が印象的でした。人間の本質を見つ
め直すきっかっけを与えてくれるような一冊だと思い
ます。             【１年１組 金田一颯来】 

◆火垂るの墓／野坂昭如[著] 
『火垂るの墓』は、第二次世界大戦を背景に孤児とな

った兄妹の物語です。彼らの不安定で絶望的な状況が
描かれる一方、楽しく温かい瞬間も織り交ぜられてい
ます。全体を通して暗く陰鬱な雰囲気が支配し、戦争の
残酷さを鋭く浮き彫りにします。読後には深い余韻が
残り、戦争の悲劇を忘れないための警鐘として胸に響
きます。   【物質環境工学科 5年 海老沼朱音】 

◆臆病な僕らは今日も震えながら／汐見夏衛[著] 
この本は “虹の夢”を見続ける 2 人が、その理由を

探す物語です。自己肯定感が低く暗かった少女が同
じ夢を見る少年に出会い、徐々に自分の生きる意味
を見出していきます。少女が見た“虹の夢”の様子を
想像しながら読むのが楽しかったです。生きること
の大切さや命の尊さを考えさせられる一冊でした。 

【物質環境工学科 3年 久保亜矢花】 

◆ヒトコブラクダ層戦争 上・下巻／万城目学[著] 

「3 秒」という不思議な能力を用いて完璧な窃盗

を完遂した…はずの 3 つ子たちのもとに、なぜかそ

のことを知っている人物が現れる。半ば脅されるよ

うにして、気づいたらイラクにいる 3 人。何が彼ら

を待ち受けるのか。ぜひ主人公たちと同じ視点で、

予想もつかない万城目ワールドを体験してほしい。 

【生産システム工学科情報コース 4年 前小屋蒼汰】 

◆向田邦子ベスト・エッセイ／向田邦子[著] 
終戦の年、学童疎開することになった、まだ文字も読

めないような小さい妹に大量の葉書を渡し、「元気な日

はマルを書いて、毎日一枚ずつポストに入れなさい」と

言った筆者の父。 

家に届く葉書は日に日に活気をなくしていき、ある日

バツの書かれた葉書が届いた―。 

淡々と描かれる昭和の日常が「人生」を感じさせる。 

【生産システム工学科情報コース 4年 伊東大空流】 

B 班・展示テーマ 
「映像化原作本」 
「本の世界の読書旅行」 

1 年生班・展示テーマ 

「この一行に逢いに来た」 
「ブックハンティング 2024」 

◆透明な夜の香り／千早茜[著] 
主人公で家事手伝いの一香と、どんな香りでも作

ることが出来る天才調香師の小川朔のもとにやって
くる依頼人達の香り、匂いにまつわる物語。  
深い夜のような、静かでひんやりとして美しい、唯

一無二の世界観に引き込まれる。物語の世界に浸り
たい人や、心を落ち着かせたい人におすすめしたい。 

       【物質環境工学科 3年 阿部真佳】 

☆★☆図書委員イチオシ本・展示図書選書本から☆★☆ 
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本校教員執筆図書紹介 

 

図書館だより No.32 
 

独立行政法人 国立高等専門学校機構 
函館工業高等専門学校 図書館 

 

 

函館市戸倉町 14 番 1 号                                     
TEL 0138-59-6314 

 

（表紙題字：社会基盤工学科教授 平沢 秀之） 

 

 

Trends and Technological Challenges in Green Energy ( ICGET 2023 論文集) 

グリーンエネルギーの動向と技術課題 
P59～71 「Generation of Fluid Field Around Tidal/Ocean Power Generator with Unidirectional Flow 

Exploiting Variable Auto Encoder」を共同執筆。 

本著は共著で、藤原らは Chapter6 を執筆しました。津軽海峡で発電を行う海洋発電機を
設計するため、生成 AI の一種である変分オートエンコーダで発電機まわりの流れを生成
しました。実験をするよりも速く、海洋発電機まわりの大まかな流れを把握できます。生
成 AI と言っても難しいことはありません。本校で習う数学（特に確率統計、線形代数、微
分積分）を理解し、プログラミングができれば、誰でもできますよ。 

᷿ḁḎḨ  שּ
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作者の馬伯庸は歴史改変 SF も得意ですが、今回わたしが訳した作品は疾走感

あふれる本格歴史冒険活劇です。「両京」とは北京と南京のこと。大明永楽帝の

後に即位した第４代皇帝朱洪煕が急死し、南京に出張していた皇太子の朱瞻基

はそのあとを継ぐため北京へと急ぎますが、その途上、巨大な陰謀に巻き込ま

れます。なお、本作品は『このミステリーがすごい！2025 年版』（宝島社）の海

外編で第１位を獲得しました！ 

 

両京十五日〈１〉凶兆、〈２〉天命 
馬伯庸【著】 齊藤正高／泊功【訳】 （早川書房）     

         〈２〉天命 P7〜224、P469〜509 翻訳 

今年も『図書館だより』を無事発行することができま
した。執筆してくださった学生、教職員の皆様にご協力
頂きましたことを心よりお礼申し上げます。例年以上に
たくさんの原稿が集まり、本への様々な思いが詰まっ
た、読みごたえのある第 32 号になったかと思います。
『図書館だより』がきっかけとなって、本に興味が湧い
たり、手に取って頂けましたら嬉しいです。また、その
機会の多くが図書館で得られるよう、今後も努めて行き
たいと思います。      （総務課 図書・情報係 會田紅子） 

 

 学年・学科別図書館利用状況 

 学年・学科別　貸出冊数（2024年4月1日-12月31日）

１組 ２組 ３組 ４組 ５組 学年別計

１年 103 104 74 56 140 477

機械コース
電気電子
コース

情報コース

２年 50 48 100 132 115 445

３年 7 35 40 110 13 205

４年 87 31 152 232 56 558

５年 45 36 100 161 38 380

専攻科１年 21 0 0 21

専攻科２年 99 2 0 101

・クラス別平均貸出冊数は、70冊でした。昨年に比べて13冊アップ！ 2,187

（総計）・貸出冊数が一番多かったクラスは4年物質環境工学科で、232冊でした。たくさん借りて
   くれてありがとう！

社会基盤
工学専攻

物質環境
工学専攻 学年別計

生産システム工学科
物質環境
工学科

社会基盤
工学科

生産システム
工学専攻

組

学年

学年

学科
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